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１ 発生年月 

  平成２４年２月 

 

２ 施設区分 

  移動タンク貯蔵所 

 

３ 物質区分 

  第４類第１石油類（ガソリン） 

 

４ 事故概要 

  給油取扱所で、移動タンク貯蔵所からガソリンの荷卸しをする際、荷卸し

に使用していた吐出口と反対側の吐出口からガソリン約 250リットルが敷地

内に流出し、その一部が敷地外のＵ字溝に流出した。 

 

５ 事故原因 

  灯油、ガソリンの順番で荷卸しをしていた。灯油の荷卸しを終えて、車両

左側の吐出口にペール缶を引っ掛け、吐出口を開けて配管内の残油（灯油）

抜き取り作業を開始した。次にガソリンの荷卸しをするため、ホースをガソ

リンタンクの注入口に付け替えた後、左側吐出口を閉め忘れたまま車両上部

に上がり、灯油ハッチの底弁を閉め、ガソリンハッチの底弁を開けた。その

結果、左側吐出口からガソリンが流出した。 

  

６ 対策 

 荷卸し開始前に吐出口の閉止状況を確認するなど、危険物を取り扱う際は

作業手順を遵守し、事故発生防止に努める。 

 

＜関連する保安教育資料＞ 

  ・「３ 危険物受入時の注意点」（平成 20年 1月発行） 

 ・「１０ 不注意等による事故を防ぐ」（平成 20年 8月発行） 

 ・「４８ 移動タンク貯蔵所における流出事故の状況」（平成 23年 10月発行） 

 

２１ 移動タンク貯蔵所の車両右側の吐出口から荷卸しをする際、 

   車両左側の吐出口を閉め忘れたためガソリンが流出した事故 
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